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○副議長（前田せつよ） 

皆さんおはようございます。 

山本研一議長が体調不良のため欠席届が出ておりますので、地方自治法第１０６

条第１項の規定により、副議長である私、前田せつよが議長の職務を行います。  

ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達しておりますので、これより令和

６年開成町議会３月定例会議第３日目の会議を開きます。 

午前９時００分 開議 

○副議長（前田せつよ） 

本日は、令和６年度当初予算について、一般会計から特別会計及び企業会計まで

の説明を順次、担当課長に求める予定としております。よって、町三役は出席して

おりませんので、御承知おきください。 

なお、本定例会議において、マスクの着用については、議員、町執行者側ともに、

御本人の判断といたします。 

では、直ちに日程に入ります。 

日程第１ 議案第２０号 令和６年度開成町一般会計予算についてから、日程第

８ 議案第２７号 令和６年度開成町下水道事業会計予算について、までを開成町

議会会議規則第３６条の規定に基づき一括議題といたします。 

これより、令和６年度開成町一般会計予算について、細部説明につきましては、

着座にてゆっくりと説明いただいて構いません。 

細部説明を順次、担当課長に求めます。 

財務課長。 

○財務課長（高橋清一） 

それでは、ファイルについてはナンバー１９、議案第２０号 令和６年度開成町

一般会計２２９修正をお開きください。 

それでは、議案第２０号 令和６年度開成町一般会計予算について御説明いたし

ます。 

資料についてはまず２ページを御覧ください。 

第１表 歳入歳出予算の歳入でございます。 

１款町税から、資料については、４ページに進んでいただきまして、２１款町債

まででございます。そして、資料については５ページに移りまして、歳出になりま

す。 

１款議会費から、資料は６ページに進んでいただきまして、１３款予備費までで

ございます。歳入歳出ともに、総額７２億６，９００万円の予算額でございます。 

続いて資料は７ページを御覧ください。 

第２表 債務負担行為です。令和６年度当初で１０件を設定させていただいてお

ります。 

上段から、事項、開成町土地開発公社に係る債務保証、期間、令和６年度、限度

額５億円。 
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次に事項、戸籍システム標準化・共通化に係る改修業務委託料、期間、令和６年

度から令和７年度まで、限度額１，００５万４，０００円。 

次に、事項も福祉コミュニティプラン策定支援業務委託料、期間、令和６年度か

ら令和７年度まで、限度額６６０万円。 

次に、事項、議会タブレット賃借料、期間、令和７年度、限度額６３万６，００

０円。 

次に、事項、議会タブレットクラウドサービス使用料、期間、令和７年度。限度

額３６万３，０００円。 

次に、事項、議会タブレット端末ＭＤＭサービス使用料、期間、令和７年度。限

度額３万５，０００円。 

次に、事項、固定資産土地評価業務委託料。期間、令和７年度から令和８年度ま

で、限度額１，４４６万５，０００円。 

次に、事項、町村共同システム用端末等賃借料（令和６年度更新分）、期間、令

和７年度から令和１１年度まで、限度額４，０３４万８，０００円。 

次に、事項、町民センター図書システム賃借料、期間、令和７年度から令和１１

年度まで、限度額４６４万９，０００円。 

次に、事項、公共施設ＬＥＤ照明リース料、期間、令和７年度から令和１６年度

まで、限度額９，５３３万２，０００円。 

続いて資料は８ページを御覧ください。第３表 地方債です。 

令和６年度当初予算では３件ございます。 

上段から、起債の目的、町民センター改修事業債。限度額２億６，５００万円。 

次に、起債の目的、駅前通り線周辺地区土地区画整理事業債。限度額４億１００

万円。 

次に、起債の目的、臨時財政対策債。限度額１億９，０００万円。 

合計で、８億５，６００万円でございます。起債の方法、利率、償還の方法につ

いては記載のとおりでございます。 

続いて、一般会計予算の詳細説明に移ります。説明については、歳入歳出予算事

項別明細書にて順次御説明申し上げます。 

なお、説明に際しましては、新規事業、重点事業などを中心に簡潔に御説明させ

ていただきたいと思いますので、御了承くださるようお願いいたします。 

それでは資料は、１２ページを御覧ください。歳入になります。 

○税務課長（山口哲也） 

それでは、１２ページの歳入となります。ファイルナンバー１８、当初予算案付

属資料の令和６年度町税等当初予算額一覧を併せて御覧ください。 

町税全体の見込みにつきましては、個人では賃金等は上昇しており、本町ではこ

れに加え、人口、納税義務者数の増が顕著です。また、多くの法人も回復基調にあ

ります。 

一方で、個人町民税所得割では、税制改正による定額減税に伴う減収を一定程度
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見込んでおります。 

町税の総額につきましては、前年度に比べ６，０９２万７，０００円の増となる

３１億３，７２３万８，０００円を見込みました。前年度比２％の増としておりま

す。 

それでは、１款町税、１項町民税、１目個人から御説明申し上げます。 

個人町民税につきましては前述のとおり、賃金の上昇や人口納税義務者数の増な

どを見込んでおりますが、一方で、定額減税等の影響により、前年度比４，４７４

万３，０００円の減となる１１億１，４５７万１，０００円を見込みました。前年

度比３．９％の減としております。 

続きまして、２目法人です。法人町民税は、主要な法人への訪問や聞取り調査を

実施しております。為替や原材料価格の高騰などの影響については、２０２３事業

年度においては、各企業が想定内の動きと捉え、大きな影響はないとみています。  

特に最大手法人では、業績が好調で、２０２３事業年度では、売上高や営業利益

が過去最高益に達する見込みです。 

法人町民税全体では、前年度に比べ９，３５７万円の増となる３億６，４８６万

円。前年度比較３４．５％の増としております。 

続きまして、１３ページになります。２項固定資産税です。固定資産税は、令和

６年度は評価替えの年に当たります。新築家屋の棟数の増や、特に工業地区の地価

上昇等を考慮いたしまして、前年度に比べ９６２万７，０００円の増となる１４億

７，８１６万３，０００円を見込みました。前年度比０．７％の増としております。

県内でも土地は工業地区を中心に上昇傾向にあります。一方で、家屋は評価替えに

あたり、前年度から減としております。 

続きまして、３項軽自動車税です。軽自動車税は、１目の環境性能割と２目の種

別割に分かれております。種別割につきましては、登録台数が依然増加傾向にある

ことから、軽自動車税全体では前年度に比べ１４７万３，０００円の増となる４，

８６４万４，０００円を見込みました。前年度比３．１％の増としております。な

お、登録台数の見込みにつきましては歳入概要を御確認ください。 

続きまして、１４ページ、４項町たばこ税です。町たばこ税は、近年の健康志向

による喫煙率の低下などはありますが、開成町においては販売本数そのものは横ば

いから微増傾向にあります。前年度に比べ１００万円の増となる１億３，１００万

円を見込みました。前年度比０．８％の増としております。 

町税についての御説明は以上です。 

○財務課長（高橋清一） 

続きまして、資料については少し飛びまして、１６ページを御覧ください。上か

ら２つ目でございます。７款地方消費税交付金です。項、目、節ともに地方消費税

交付金、前年度と同額の４億１，０００万円でございます。こちらは県で収納する

地方消費税の２分の１について、国勢調査の人口及び企業統計調査の従業員数の案

分により、市町村に交付されるものでございます。 
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次に１つ款を飛ばしまして、９款地方特例交付金になります。細節の３定額減税

減収補填特例交付金８，８２０万円でございます。 

こちらは、定額減税による国の補填ということで市町村に交付されるものでござ

います。 

次に、その下、１０款地方交付税です。説明については、ページの一番下から次

の１７ページ上段にまたがります。 

細節の２普通交付税の３億１，１００万円でございます。前年度比１億円の減と

なってございます。こちらについては、町税の増収に伴い、基準財政収入額が増と

なることから、減額を見込んでおります。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

続きましてページが大きく飛びまして、２３ページを御覧いただきたいと思いま

す。ちょうど中段になります。４目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金、細

節は８地域脱炭素移行再エネ推進交付金でございます。こちらゼロカーボンシティ

創生補助制度等のうち、重点対策加速化補助金、これ国負担分でございます。こち

らに充てるものでございます。 

事業としましては、引き続きゼロエネルギーハウス等導入補助金、電気自動車導

入補助金等に取り組んでまいります。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

続きましてページが３０ページに飛びます。３０ページをよろしくお願いします。

下のほうの段です。１７款寄附金の中で２節、細節２ふるさと応援寄附金でござい

ます。自治体を応援する、ふるさと納税制度による寄附金でございまして、新規返

礼品の開拓等の努力を進めてまいりますが、令和４年度実績と同等の金額を見込ん

でございます。 

○財務課長（高橋清一） 

続きまして、資料については次の３１ページを御覧ください。３１ページ中段の

１８款繰入金になります。１項基金繰入金、目節ともに財政調整基金繰入金の２億

円でございます。こちらは年度間の財源調整を図る目的として、財政調整基金の２

億円の取崩しを行います。取崩し後の額については、約９億２，０００万円となり

ます。 

続いて１つ飛ばしまして、３項公共施設整備基金繰入金、目節ともに、公共施設

整備基金繰入金の３，０００万円でございます。 

こちらは、町民センター老朽化対策工事に充当するため取崩しを行います。取崩

し後の額については約５，８００万円となります。 

続きまして、少し飛ばせていただきまして、資料は３７ページを御覧ください。

３７ページの中段付近になります。２１款町債でございます。先ほど第３表 地方

債にて御説明したとおり、町民センター改修事業債、駅前通り線周辺地区土地区画

整理事業債、臨時財政対策債の３件でございます。町債全体で前年度比２億３，７

２０万円の増ということで全体として８億５，６００万円を見込んでございます。 
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続きまして、説明については歳出に移らせていただきます。 

最初に、各会計にわたる人件費について、総務課長より御説明いたします。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

歳出の説明に先立ちまして、各会計及び各費目全体にわたる人件費について御説

明を申し上げます。 

ファイル名が１８、当初予算案付属資料０３、人件費一覧を御覧ください。資料

のタイトルが、各会計の令和６年度当初予算における職員人件費一覧となっている

資料でございます。この資料が２ページにわたってございます。 

まずは１ページ目、（１）会計年度任用職員以外の職員について御説明をいたし

ます。 

  令和６年度当初予算計上の職員数は、特別職を除き１３０名、これに再任用短時

間職員９名を加え、１３９名を見込んでございます。 

  各会計ごとの職員数の内訳を御説明いたします。 

  一般会計では特別職を除き、一般職１１５名と再任用短時間職員９名の１２４名、

国民健康保険特別会計では一般職２名、介護保険事業特別会計では、一般職員２名、

土地区画整理事業特別会計では一般職３名、下水道事業会計では一般職員４名、下

水道事業会計では、一般職４名をそれぞれ見込んでございまして、前年度の当初予

算比較で全体で１名分の増となってございます。 

最下段の合計欄を御覧ください。 

前年度当初比較で一般職給料の６２５万２，０００円の増及び一般職職員手当等

の５６０万１，０００円の増、退職手当組合の一般負担金の８２万４，０００円の

増としてございますのは、職員数の増減を加味した結果と、令和５年度人事院勧告

を受けた給与改定に伴う増が要因となってございます。 

退職手当組合の特別負担金８００万円の増は、令和５年度からの定年調整が施行

される中で、前年度当初では、該当がなかった。定年による退職者が令和６年度末

には２名いることから、特別負担金を計上するものでございます。  

共済費を前年度から比較して２８０万６，０００円減額しておりますのは、職員

の増減、負担金比率の変更等を加味した結果となってございます。  

なお、土地区画整理事業特別会計では、前年度当初で見込んでいた再任用短時間

職員１名分を令和６年度は見込んでいないことからの減額となってございます。 

各会計を合計した職員人件費は、前年度当初予算比較で１，７９８万６，０００

円増で、１０億８，４２３万２，０００円と見込んでございます。 

続きまして次のページ、２ページを御覧ください。会計年度任用職員分でござい

ます。各会計科目ごとの増減が一目できるように事業費ごとに整理をした資料とな

ってございます。 

左から３番目の列、報酬欄の計のところを御覧ください。令和６年度当初予算計

上額は１億４，１０５万２，０００円で、前年度比較では４１０万９，０００円の

減としてございます。これは昨年の人事院勧告を受けた単価アップといった増要因
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と、学校の給食調理業務委託の開始や、町民センター改修工事に伴う施設開放の縮

小などの減要因を加味した結果となってございます。 

その右側の列、職員手当欄の計の欄を御覧ください。 

条例案で御審議いただきましたが、令和６年度からこれまでの期末手当に加え、

会計年度任用職員に勤勉手当を支給をすることに伴いまして、令和６年と当初予算

案では、前年度比較１，５３７万円増の３，７５７万６，０００円を計上してござ

います。 

各会計ごとの人数につきましては、一般会計が１４４名、国民健康保険特別会計

が１１名、介護保険事業特別会計が１６名、後期高齢者医療事業特別会計が１名、

水道事業会計が２名を見込んでございます。 

以上をもちまして、人件費全体の御説明とさせていただきます。なお、本説明に

よりまして、各会計での職員に係る給与費、会計年度任用職員の報酬等に関する説

明は省略をさせていただきますので、御了承いただきたいと思います。 

それでは歳出の詳細説明に戻ります。資料につきましては、予算書の４２ページ

をお開きください。４２ページをお願いいたします。 

歳出でございます。大分飛びますけれども、２款総務費の中で下から２つ目の事

業名、職員研修事業費になります。重要政策の推進と職員の能力、資質の向上を図

るため庁内研修、派遣研修等を実施するもので、職員の主体性の育成を目指し職制

に応じた知識の習得のほか、重要施策の推進のために必要となる必要となる研修を

実施してまいります。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

次のページ、４３ページに移ります。中段になります。広報広聴事業費です。 

「広報かいせい」及びおしらせ版及び町民カレンダーを制作発行するとともに、

令和６年度につきましては、町制施行７０周年でございますので、こちらを経費と

しまして、町ホームページをリニューアルする予定でございます。  

あわせて、町ＬＩＮＥ公式アカウントにおいて、セグメント配信やメニュー増等

によりまして、機能の拡大を図りまして、使い勝手をよくしてまいりたいと考えて

ございます。 

○会計管理者（石井直樹） 

次のページ、出納事務費でございます。手数料につきましては、６４８万２，０

００円ということで計上させていただいてますけども、内訳といたしまして、役場

の派出窓口、指定金融機関に来ていただいていますので、その分の経費が２６４万

円、それからコンビニ収納事務費１４７万円、それから口座振替手数料が７９万円

で、ここまでは今まで去年も計上した予算でございまして、もう１つ最後が、金融

機関への振込手数料、こちらが１５７万円でございます。振込手数料につきまして

は、振込に関する制度が変わりまして、今まで公金につきましては無料でございま

したが、今年の１０月１日から、公金の振込について、有料化をされるということ

で予算を計上してございます。 
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また併せて金融機関もこの機会を捉えたのか、ほかの手数料につきましても要望

をいただいているところでございます。 

３つ目に言いました口座振替手数料、こちらにつきましても、現在１件１０円で

ございますが、２０円という要望ということで、この辺を鑑みて、予算の計上をさ

せていただいてございます。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

少し飛びまして４７ページを御覧いただきたいと思います。中段になります。ブ

ランディング推進事業費です。 

引き続き、シティプロモーションの推進を図るとともに、令和７年２月１日に町

制施行７０周年を迎えることから、町制施行７０周年記念事業実行委員会を設立を

いたしまして、様々な記念事業を展開してまいりたいと考えてございます。  

○参事兼防災安全課長（小玉直樹） 

続き続きまして、資料４９ページを御覧ください。自転車安全対策事業費になり

ます。 

こちらにつきましては、街頭指導や小学生を対象とした自転車運転免許講習など

による正しい自転車の乗り方や交通ルール等、交通安全意識の高揚を図り、自転車

による交通事故防止に取り組みます。 

また、昨年１０月から開始した自転車乗車用ヘルメット着用促進補助事業を令和

６年度も引き続き推進し、ヘルメットの着用率向上を図ります。 

続きまして、資料４９ページから５０ページの地域防犯力向上事業費になります。

こちらにつきましては、防犯キャンペーンや防犯灯の設置のほか、犯罪等の抑止や

事件、事故の早期解決を図るため、新たに防犯カメラを３基設置し、犯罪のない安

全で安心なまちづくりを推進するものです。 

○副議長（前田せつよ） 

すみません。今、説明中ではございますが、ページ数の確認を。 

では、参事兼総務課長、お願いします。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

申し訳ございません。ただいま小玉参事兼防災安全課長が御説明したのが、４８

ページから４９ページにかけての地域防犯向上事業費の件でございます。 

改めてもう一度御説明します。 

○副議長（前田せつよ） 

それでは、参事兼防災安全課長、再度ページ数を正式なものとして、説明をお願

いします。 

○参事兼防災安全課長（小玉直樹） 

それでは、資料４８ページを御覧ください。自転車安全対策事業費になります。

こちらにつきましては、街頭指導や小学生を対象とした自転車運転免許講習などに

よる正しい自転車の乗り方や交通ルール等、交通安全意識の高揚を図り、自転車に

よる交通事故防止に取り組みます。 



－１４２－ 

また、昨年１０月から開始した自転車乗車用ヘルメット着用促進補助事業を令和

６年度も引き続き推進し、ヘルメットの着用率向上を図ります。 

続きまして、同じく４８ページの地域防犯力向上事業費になります。こちらにつ

きましては、防犯キャンペーンや防犯灯の設置のほか、犯罪等の抑止や事件、事故

の早期解決を図るため、新たに防犯カメラを３基設置し、犯罪のない安全で安心な

まちづくりを推進するものでございます。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

続きまして同じページ４９ページの最下段になります。事業名、電算システム管

理費でございます。庁内ネットワークやパソコンなどの電算機器や業務システムの

維持管理経費を計上しているものでございまして、デジタル技術の活用により効率

的で質の高い働き方を実現するため、生成ＡＩツールの導入や災害に備えた要支援

者情報をデータベース化する地域福祉支援システムなどを導入するものでございま

す。 

○生涯学習課長（高橋靖恵） 

続きまして、予算書は５１ページになります。一番上の事業費、町民センター施

設整備事業費です。 

町民センター改修工事につきましては、令和５年度は空調設備工事を実施し、令

和６年度は、その他の老朽化対策工事として、機械設備などの更新や建築物の定期

点検により、改善を要する設備の更新を予定しており、管理業務委託料と改修工事

費を計上しております。 

主な工事内容につきましては、エレベーター更新、防火シャッター更新、トイレ

の洋式化、バリアフリー化、屋上防水、受水槽の更新、授乳室の新設などの予定と

なっております。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

次のページ、５２ページをお願いいたします。ちょうど中段少し下になります。

コミュニティ施設管理費です。こちらは地域活動の拠点となります地域集会施設の

修繕等を実施する経費でございますが、大きなものとしましては、令和６年度につ

いては、円中自治会館の外壁塗装等工事を実施をいたします。 

○税務課長（山口哲也） 

続きまして、５４ページになります。２目賦課徴収費、１４の徴収事務費になり

ます。 

令和６年４月から、一部金融機関において、住民税特別徴収窓口取扱手数料が発

生いたします。１件当たり３３０円で、令和６年度、年間では１万件程度を見込ん

でおります。なお、この取扱いは、神奈川県下全市町村統一となっております。 

○総合窓口課長（土井直美） 

続きまして、次のページ、５５ページ下段、個人番号カード交付事務費です。こ

ちらは、個人番号カードの申請、交付等に対する経費となっており、昨年度、マイ

ナンバーカードの窓口交付事務対応強化のために増員した会計年度任用職員の減に
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より報酬等が減額となっております。 

○福祉介護課長（奥津亮一） 

  続きまして、ページ少し飛びまして６３ページをお願いいたします。３款民生費

になります。中段にございます、５目障害者福祉費の中の上から２番目の自立支援

給付関係費、４億９，２１７万円でございます。こちらは障害者総合支援法に基づ

く介護給付訓練等給付及び計画相談支援給付から成る障害福祉サービスと児童福祉

法に基づく障害児通所給付に係る経費でございまして、新規利用者の増加や利用日

数の増加などにより、前年度より３，４６２万４，０００円の増額となってござい

ます。 

  ２ページ、お進みいただきまして、６５ページをお願いいたします。中段の６目

福祉会館管理費４，１５０万７，０００円でございます。カーボンニュートラルの

実現に向けた温室効果ガスの排出抑制及び高騰する電気料金の削減を図るため、リ

ース方式での照明ＬＥＤ化更新事業を行います。また、不具合が生じております。

多目的ホールの音響設備を更新し、利用稼働率の向上を図りたいと考えてございま

す。 

○こども政策担当課長（田中美津子） 

その下、同じく民生費の児童福祉費、１目の児童福祉総務費になります。６６ペ

ージにお進みください。上から５段目、事業名は子ども医療費助成事業費です。こ

ちらはゼロ歳から１８歳までの子どもが医療機関を受診したときに支払う医療費の

自己負担分を補助するための経費です。令和５年度１０月から開始のため、今年度

は半年分でございましたけれども、令和６年度につきましては、１年分の予算計上

になりますので、増額しております。 

次の段の事業名、放課後児童対策事業費です。保護者が就労等により昼間家庭に

いない小学校１年生から４年生に対して適切な生活の場を設け、健全育成を図るこ

とを目的としておる放課後児童クラブの実施に係る経費です。増加する入所希望児

童に対応するため、開成南小学校区の学童保育所の定員を４０名分拡大し、実施す

るための人件費を含む委託料や必要物品、備品等の費用を計上しております。 

その下、子育て支援事業費です。６７ページを御覧ください。こちらは子育て支

援センター、ファミリーサポートセンター、病児保育事業等に係る経費を計上して

おります。 

令和５年の１１月から開始いたしました３人乗り自転車貸出事業に係る経費につ

いても、こちらで計上しております。 

その下の子ども・子育て支援事業計画策定事業費でございます。こちらは、令和

７年度からの５年間、子ども・子育て支援の方針を定める、第３期開成町子ども・

子育て支援事業計画の策定に係る委託費用を計上しております。 

続いて、２目児童措置費になります。６８ページに進んでいただき、２段目のこ

ども家庭センター運営事業費です。 

全ての妊産婦、子育て世帯、子どもに対して、母子保健児童福祉が一体的に相談
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事業を行う、こども家庭センターを設置運営するための経費です。 

また、町内各課が保有する子どもに関するデータ連携により、要支援リスクを可

視化し、支援が必要な家庭等に早期に支援をつなげるためのシステムを運営、運用

するための委託費用を計上しております。 

児童虐待の予防及び早期発見のため、関係機関で構成する要保護児童対策地域協

議会の運営に係る経費をこの事業に組み替えておりますので、下の段の要保護児童

地域対策協議会関係費につきましては、令和６年度予算はゼロとなっております。 

○参事兼子育て健康課長（小宮好徳） 

続きまして、６９ページの一番下から７０ページにかけてになります。健康増進

計画等策定事業費になります。こちらは健康増進法、食育基本法に基づきまして、

第３期健康増進計画、食育推進計画を策定するための委託料等でございます。 

７０ページを御覧いただきたいと思います。最初に食育推進事業費になります。

こちらは新規事業としまして、食育推進事業の一環としまして、栄養バランスを考

えた食事を基本とし、野菜摂取や減塩、地産地消など、望ましい食習慣の定着を啓

発するため、食塩軽減の関心、理解を高めるきっかけとして、県立吉田島高校と連

携して、生徒が考案したレシピのお弁当化を実施し、販売したいと考えてございま

す。 

７１ページを御覧いただきたいと思います。７１ページの最初になります。伴走

型相談支援及び出産子育て応援給付関係費でございます。こちらは今年度同様に、

妊娠届出時から出産子育てまで一貫した伴走型相談支援と経済的支援として、妊娠

届出時の面談後に出産応援金として現金５万円、出生届出後に面談実施後に子育て

応援金として現金５万円、計１０万円を支給したいと考えてございます。また育児

の方法や考え方が時代とともに変化してございます。世代間ギャップを埋めるため、

祖父母手帳の配付事業を行いたいと思います。 

続きまして予防費の母子保健事業費になります。こちら新規事業としまして、

まず１つ目に、多胎妊婦に対する妊婦健康診査支援事業を実施したいと思います。

多胎をしている妊婦１人当たりにつき、上限５，０００円分の健診費用５回分を限

度として支援したいと思います。 

２つ目は、生後１か月児の健康診査支援事業でございます。生後１か月健診にか

かる費用は保険診療外のため自己負担となってございます。上限４，０００円を助

成したいと考えてございます。 

３つ目は、特定不妊治療助成事業でございます。不妊症の治療を受けている夫婦

の経済的負担を軽減したいと思います。医療保険適用の特定不妊治療を行う際に、

併用して自費で実施される先進医療を受けた方に対し、先進医療費の一部を助成し

たいと考えてございます。助成額は保険診療１回当たり上限５万円としてございま

す。 

また拡充事業として、１つ目に産婦健康診査事業を行いたいと思います。今まで

の女性は上限４，０００円で１回分でございましたけども、今回から上限５，００
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０円で２回分助成したいと思います。 

２つ目として、産後ケア事業の委託事業になります。今年度から産後ケア事業の

日帰り型、訪問型を実施してございますが、宿泊型いわゆるショートステイの事業

も取り入れて実施したいと思います。産後も安心して子育てができる支援体制を確

保したいと思います。なお、３か所の医療機関で実施していただく予定でございま

す。 

続いて７２ページを御覧いただきたいと思います。感染症対策事業費でございま

す。新規事業としまして帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成事業を行いたいと思い

ます。帯状疱疹は５０歳代から発症率は高くなり、８０歳まで約３人に１人が発症

すると言われてございます。予防接種を受けることによって、発症や重症化を防止

するとともに、経済的負担を軽減したいと思います。 

ワクチンには生ワクチンと不活化ワクチンの２種類があります。５０歳以上の方

を対象に、どちらのワクチンでも接種を受け受けられるよう助成対象としてござい

ます。 

助成額でございますけども、生ワクチンは３，０００円、不活化ワクチン８，０

００円を２回分助成したいと思います。 

２つ目になります。新型コロナワクチン接種費用助成事業でございます。全額公

費で実施してきました特例臨時接種の時期を、今年度末で終了となります。令和９

年度以降は、Ｂ類疾病の定期接種へ移行いたします。６５歳以上の方及び６０歳か

ら６４歳で、重症化リスクの高い方を対象に接種費用の一部を助成したいと思いま

す。接種回数は年１回、接種時期は秋冬となってございます。 

以上となります。 

○福祉介護課長（奥津亮一） 

続きまして、１ページ進んでいただきまして、７３ページを御覧ください。一番

上の一体的保険事業費３８５万円でございます。こちらにつきましては、高齢者の

医療費適正化のため、後期高齢者医療制度の健康診査を中心とした疾病予防、重症

化予防と、介護保険での介護予防事業の認知機能や社会的活動低下の両方の視点で、

生活機能全体の低下に着目したフレイル予防を引き続き実施してまいります。事業

の実施によりまして、フレイル予備軍の方も含めた自ら社会参加や介護予防に取り

組み、健康寿命の延伸が図られ、医療費や介護給付費の抑制につながるよう、見込

んでございます。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

続いて７４ページになります。上から２段目、ごみ処理関係費になります。ごみ

の収集運搬処分等に係る経費でございます。こちらの中には足柄西部清掃組合の負

担金、足柄上地区ごみ処理広域化協議会の負担金等が含まれております。 

以上です。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

１つ飛びまして、地球温暖化対策推進事業費です。２０５０年までに温室効果ガ
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スの排出を実質ゼロとするため、引き続き開成町ゼロカーボンシティ創生補助制度

等を推進してまいります。特に中小企業向けの脱炭素補助制度としまして、具体的

には、利子補給や設備導入に対して補助を実施してまいります。 

併せて条件を満たす一般家庭向けに、省エネエアコンの導入補助制度を実施して

まいります。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

続きまして７５ページ最下段のところで、環境基本計画等策定事業費になります。

こちら開成町環境基本計画が、２０２４年で期間満了いたしますので、環境データ

の整理や町民の意見抽出などの基礎調査を実施しまして、環境の現状や課題等を整

理した基礎調査意見報告書を取りまとめるとともに、町の目指す環境像や目標施策

について再検討し、環境施策の総合的かつ計画的な推進を図るための環境基本計画

２０３２年までを策定する予定でございます。 

以上です。 

○産業振興課長（熊澤勝己） 

続きまして２ページをお進みください。ページが７７ページになります。農林水

産業費、中段の農業総務事務費になります。令和６年度１，１０４万４，０００円

前年度に比べ９５２万円増額になりますけども、こちらの増額要因につきましては

令和６年度神奈川県が農閑期に、文命用水のトンネル部分の改修工事を行います。

その工事の負担金になります。 

続きまして３ページお進みください。ページ８８ページになります。商工費にな

ります。一番上の開成町ブランド創出事業になります。開成町で名前をつけました

開成ブルーの商標登録に伴う手数料としまして。 

○副議長（前田せつよ） 

口述止めてください。ページ数に誤りがあるようですので、確認の上、口述を続

けてください。 

では、産業振興課長、続けてください。 

○産業振興課長（熊澤勝己） 

申し訳ありません。８０ページになります。上段の開成町ブランド創出事業にな

ります。開成町で名前をつけました開成ブルーの商標登録を来年度、登録に伴う手

数料を計上しております。 

その一番下の観光対策推進事業費になります。インバウンドツアーの受入れ等が

昨年から本格的に実施されております。そちらの体制の強化を図るための研修費用

という形で、研修の報酬費を計上しております。 

○街づくり推進課長（井上 昇） 

続きまして、８２ページをお願いいたします。土木費でございます。２項道路橋

りょう費、１目道路維持費、町道維持管理事業費です。こちらは、道路の舗装など

の劣化した箇所について、適切に補修を実施するとともに、路面性状調査の結果な

どに基づき、計画的に舗装の打ち替えを進めてまいります。 
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令和６年度の舗装補修路線は、町道２００号線、町道２７１号線の２路線です。

詳しい場所につきましては、別ファイルの１８、当初予算案付属資料０４主要箇所

図を後ほど御覧いただければと思います。 

続きまして、２目町道新設改良費、町道改良事業費です。こちらは、町道整備計

画に基づき、町道の拡幅を実施するものでございます。令和６年度につきましては、

地権者の御協力により、一定の用地買収が進んだことから、町道２０４号線で改良

工事を実施いたします。 

また、町道２０４号線につきましては、改良工事に向け、引き続き地権者の御理

解をいただきながら、用地買収を進めてまいります。路線の詳しい場所につきまし

ては、別ファイル１８、当初予算案付属資料０４主要箇所図を御覧いただければと

思います。 

続きまして、８３ページになります。３目橋りょう整備費、橋りょう維持管理費

でございます。こちらは法令による５年に一度の義務化された橋りょうの定期点検

を行うとともに、点検の結果、修繕が必要となった橋りょうについて、補修工事を

実施いたします。橋りょうの点検につきましては、町内各所１２橋を行います。橋

りょうの補修工事については、３橋実施いたします。 

○都市計画課長（柏木克紀） 

続きまして、８４ページを御覧ください。上から５段目、７款土木費、４項都市

計画費、１目都市計画事業費、１８節負担金補助金及び交付金、説明欄、木造住宅

耐震改修促進事業費、１２０万円です。こちらは開成町耐震改修計画に基づき、地

震に強い安全なまちづくりを推進するため、耐震診断費の補助率を３分の２から１

０分の１０、上限額を５万円から１０万円、そして、耐震改修工事費の上限額を６

０万円から１００万円とし、助成制度を拡充して、耐震化率を向上を図るものでご

ざいます。 

○参事兼防災安全課長（小玉直樹） 

続きまして、８７ページを御覧ください。消防費になります。８７ページの消防

団等活動推進事業費でございます。こちらにつきましては、消防団員が安全に活動

できるよう、活動服等の安全対策備品を整備するほか、消防技術の向上と団員確保

を推進するため、消防団員による資格取得補助制度を創設するものでございます。

具体的には、小型車両系機械、建設機械の運転技能講習等の受講費用や、普通救命

講習を指導できる応急手当普及員など、大規模災害時に消防団員による小型重機を

活用した、機動性の高い災害活動や救護活動ができるとともに、平時においても、

町民に対する応急手当の普及により、消防団による地域防災力の強化を推進するた

めの資格取得補助制度でございます。 

続きまして、１ページ飛びまして、資料８９ページをお願いします。同じく消防

費の災害対策推進事業費になります。こちらにつきましては、災害時に必要な食料

や資機材を計画的に整備、更新するほか、火災や地震発生時等における出火被害の

減少を目的として、令和５年度に引き続き、家庭用消火器の購入費用の一部を助成
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し、自助による防災力の向上を図ります。 

また、地震等によるブロック塀の倒壊による被害のリスク軽減を図るため、通学

路などを中心に、ブロック塀の耐震診断調査を実施いたします。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

続きまして９１ページをお願いいたします。上から３つ目、部活動の関係になり

ます。９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、１行目教育委員会事務局運営

事務費、２，５６８万２，０００円になります。 

国による休日部活動の地域移行支援を受けまして、開成町におきましても、長年

にわたり教員が担っておりました、休日の部活動指導業務を総合型スポーツクラブ

を核とする地域に委託することから、教職員の負担軽減を図ることのできる仕組み

づくりを構築するとともに、中学生がスポーツ文化に持続的に親しむことのできる

環境づくりを進めてまいります。 

なお令和６年度はサッカー部及び吹奏楽部を対象といたしまして、試行的に休日

部活動指導者を派遣し、令和８年度の本格導入に向けた具体的な取組を展開してま

いります。 

９２ページをお願いいたします。１つ目、事業名就園就学管理関係費１５７万２，

０００円です。いじめや暴力、不登校などの問題行動や発達の課題、家庭環境や親

子関係の課題等、児童・生徒が抱える様々な課題解決に向けた、より効果的な教育

相談や、児童・生徒への指導支援体制を強化するため、スクールカウンセラーとし

て、臨床心理士１名を新たに雇用いたします。 

少し飛びまして、９７ページをお願いいたします。上から３つ目になります。２

項開成小学校費、２目教育振興費、事業名、学校生活支援員等配置事業費１，６９

６万３，０００円でございます。不登校傾向や登校渋り、自分のクラスに入りづら

いなどの状況を抱える児童の学校内での居場所を確保し、不登校の未然防止や児童

に応じた学習支援実施による学習上のつまずきの解消等を図ることを目的といたし

まして、開成小学校内に、校内教育支援センターほっとルームを設置し、新たに学

校介助員を雇用いたします。 

飛びまして１０２ページをお願いいたします。上から２つ目、４項中学校費、１

目学校管理費、事業名、施設整備事業費９９０万円になります。 

中学校生徒の熱中症対策及び部活動を含む教育環境の改善を図ること。また、災

害時等における避難施設の機能向上を図ることなどを目的といたしまして、文命中

学校体育館に空調設備を設置するための設計業務を実施いたします。 

１０４ページをお願いいたします。１つ目、４項開成中学校費、３目学校給食費、

事業名、給食管理運営関係費３，４５８万４，０００円です。中学校の給食調理業

務につきまして、民間事業者の効率的な運営による経費削減の効果や労務管理に係

る事務の負担軽減等を目的といたしまして、民間委託による運営に移行をいたしま

す。これによりまして町立園、学校の給食調理業務につきましては、全て民間委託

による運営となります。 



－１４９－ 

１０６ページをお願いいたします。上から２つ目、５項幼稚園費、２目幼稚園振

興費、事業名、教科運営関係費２９４万９，０００円でございます。幼稚園保育に

ＩＣＴ機器を導入することから、保育の充実を図るとともに、園児の体調管理や欠

席状況の取りまとめ等、これまで紙媒体を中心に行っている事務を電子化すること

により効率化を図り、職員の働き方改革につきましても推進を図ってまいります。  

続いて１０６ページ一番下から１０７ページにかかります、１０７ページを御覧

いただければと思います。３目幼稚園給食費、事業名、給食管理運営関係費２，５

１５万３，０００円でございます。 

町採用の栄養教諭から急遽、自己都合による退職の申出がございましたので、令

和６年度限定で、民間事業者からの派遣による栄養士１名を確保いたします。  

○生涯学習課長（高橋靖恵） 

続きまして、予算書は１０８ページになります。一番上の事業費、生涯学習推進

事業費２７３万９，０００円になります。 

こちらは、地域の人材を活用する生涯学習講座などの実施や、幼小中家庭教育学

級の開催について支援する事業費となっています。 

また、英語を学びたい、上達したいと願う子どもたちを応援するために、令和５

年度から実施している。外国語学習促進事業について、引き続き実施いたします。 

補助内容につきましては、令和５年度と同様に、英検、ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ

ＴＥＡＰの４種類の検定の受験について、開成町在住の小学生、中学生、また受験

した年度に１６歳、１７歳、１８歳になる町内在住の方に受験料を補助いたします。

予算額については、令和５年度と同額の２００万円となっております。  

続きまして、予算書は１０９ページになります。 

中ほどの事業費、図書室運営事業費、１，２８４万４，０００円です。こちらは

図書室業務を効率的に運営するため、司書等の雇用、蔵書管理システムのパソコン

の保守及びシステムの運用支援委託や、令和６年度については、蔵書管理システム

及びそれに関連する機器の更新を実施いたします。また、企業版ふるさと納税を活

用して、大きな文字で読みやすい大活字本など、誰もが楽しめる蔵書の充実を図る

予定となっております。 

○財務課長（高橋清一） 

続きまして資料については、１１１ページ、一番下、そして１１２ページ上段に

かけてのところでございます。 

１０款公債費です。１節元金、細節の町債元金償還は、５億３，９５２万５，０

００円。２節利子、細節の町債償還利子につきましては３，４７７万２，０００円。

公債費全体では前年度比で、５５４万２，０００円の減となり、５億７，４２９万

７，０００円でございます。 

続きまして、１１２ページ一番下、一番下になります。歳出の最後になります。

１３款予備費でございます。予備費につきましては、３，５９９万４，０００円を

計上させていただいているところでございます。 
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続いて資料につきましては少し飛びまして、１１９ページを御覧ください。こち

らは債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額ま

たは支出額見込み及び前年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。  

失礼いたしました。 

こちらについては債務負担行為、翌年度以降にわたるものについての前年度末ま

での支出額または支出額見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書でご

ざいます。失礼いたしました。 

令和６年度当初、第２表で御説明いたしました１０件も含めた調書となりまして、

１１９ページ、一番上の、開成駅東口公共施設等賃借料から、資料は１２１ページ、

一番下の公共施設ＬＥＤ照明リース料までの３７件の債務負担行為となります。 

続いて資料については１２２ページを御覧ください。 

こちらは、地方債の前々年度末及び前年度末における現在高、並びに、当該年度

末における現在高の見込みに関する調書でございます。 

表の一番右側の一番下を御覧ください。当該年度末現在高、令和６年度末の現在

高の見込額でございます。７４億９，７１１万６，０００円となります。 

以上で、令和６年度開成町一般会計予算の御説明とさせていただきます。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

ここで暫時休憩といたします。再開を１０時１０分とします。 

休憩以降は特別会計等の説明に入ります。関係課長以外は退席されて構いません。

再開を１０時２０分といたします。 

午前１０時０５分 

○副議長（前田せつよ） 

再開いたします。 

午前１０時２０分 

○副議長（前田せつよ） 

これから特別会計及び企業会計の細部説明になりますが、一般会計同様、着座に

て説明していただいて構いません。 

議案第２１号 令和６年度開成町国民健康保険特別会計予算についての細部説明

を担当課長に求めます。 

総合窓口課長。 

○総合窓口課長（土井直美） 

ファイル名２０番、令和６年度開成町国民健康保険特別会計当初予算、議案第２

１号について説明いたします。 

予算書は、２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算。歳入でございます、１款国民健康保険税から８款諸収入

まで、次の３ページから４ページにかけて。歳出、１款総務費から、８款予備費ま

で。歳入歳出とも合計金額１６億７，２６６万４，０００円の予算額となっており
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ます。 

それでは、歳入歳出予算事項別明細書６ページをお開きください。  

１、総括、歳入、１款、国民健康保険税。昨年度との比較で２，３０２万７，０

００円の減、４款県支出金、５，６９７万２，０００円の増、６款繰入金、１，２

１２万１，０００円の増額となっています。 

７ページ、歳出、前年度との比較で、２款保険給付費が４，８４５万１，０００

円の増、３款国民健康保険事業納付金が、１，３９３万３，０００円の減、５款保

健事業費が８３１万３，０００円の増額予算となっています。 

国民健康保険特別会計の予算の概要をまず説明させていただきます。歳入予算の

構成比では、保険税が約２割、県支出金が約７割、繰入金は１割構成されておりま

す。歳出予算では、保険給付費が全体の約７割。事業費納付金が約３割を占める構

成となっております。 

全体的な傾向としまして、高齢化により、国民健康保険から後期高齢者医療への

移行の増などにより、被保険者数の減少傾向が続いているため、保険税が減る一方、

高齢化や医療の高度化により、１人当たりの医療費は増加していることから、保険

給付費が増となっています。令和６年度予算は、基金取崩しにより財源調整をし、

予算編成しております。 

それでは、詳細を説明いたします。歳入事業別予算書８ページをお開きください。  

歳入、１款国民健康保険税、被保険者数を２，８１７人で見込み、前年度比２，

３０２万７，０００円の減。被保険者数の減により、保険税も減となっています。

医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分それぞれの現年度課税分の収納

率は、９６％とみております。 

次に、９ページ中段、４款県支出金、前年度比５，６９７万２，０００円の増と

見込んでおります。保険給付費等交付金のうち、１節の普通交付分は歳出予算科目

の保険給付について、全額県から交付されるもので、給付費の増に伴い、交付額も

増となっています。 

２節の特別交付金が、保険者努力支援の医療費適正化や、特定健診事業費などの

個別事情に応じて交付されるものです。歳出で説明いたしますが、保健指導事業費

の増等の理由により、前年度比７９２万１，０００円の増となっています。 

次に、１０ページをお開きください。 

６款繰入金でございます。繰入金のうち、４節の産前産後保険料負担金繰入金は、

令和５年度の法改正により、子育て支援の予算のため、出産被保険者の産前産後期

間に係る均等割及び所得割の軽減補填分を一般会計から繰り入れるものです。負担

割合は国２分の１、県４分の１、町４分の１です。 

続いて、１１ページ上段、２項基金繰入金です。給付費増等に対応するため、５，

８３７万５，０００円を取り崩して繰り入れする予定です。繰入金については説明

を割愛させていただきます。 

続きまして、１３ページ、歳出でございます。１款総務費、１目一般管理費は、
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職員給与費やシステム負担金等、国民健康保険の事務全般に係る経費を計上してお

ります。 

次ページ２項徴税費、１目賦課徴収費は、国民健康保険税の賦課徴収に係る経費

を計上しております。 

１４ページ中段、保険給付費です。必要な保険給付費と同額が神奈川県から交付

金として交付され、医療費に当たる安定した財政運営の責任主体を担っております。

なお、昨年度まで看護調整等の診療報酬分として項目設定しておりました退職被保

険者等の給付費等、制度が終了したものについては、廃目としてございます。 

続きまして、１５ページ、２項高額療養費、こちらは医療費の高度化などにより、

１人当たりの医療費が増加傾向であるため、１２月に増額補正させていただきまし

たが、当初予算においても９５９万６，０００円の増で見込んでおります。 

１６ページ上段、出産育児一時金、こちらは昨年度の制度改正により、１子当た

り４２万円から５０万円に改正されております。１４件を見込んでおります。  

５項１目葬祭費につきましては、前年度同額を見込んでおります。  

その下、６項１目傷病手当金、令和５年５月に制度が終了したため、遡及に備え

た窓口設定としております。なお、令和４年度は４件の給付実績がありましたが、

５年度の実績は現段階ではございません。 

３款１項１目、国民健康保険事業納付金です。事業費納付金支払事業費は、市町

村から納付金として県に支出し、県は特別会計として運営するものでございます。

納付金は、県の提示額を計上しており、前年度比１，３９３万３，０００円の減額

となっております。これは、県全体で医療費水準を平準化するため、係数等の計算

式が変わったことによります。 

１７ページ、５款保健事業費です。１項特定健康診査等事業費です。生活習慣病

を中心とした疾病予防を目的に、特定健診を実施するための費用として、検診委託

料や、会計年度任用職員の報酬などに要する費用となります。１２節の特定健康診

査委託料が増となっているのは、新たな事業として、特定健診の結果から、生活習

慣予防効果が期待できる方に対して、リスクの程度に応じて、動機づけプランと積

極的支援の成果保証型の事業を予定しているためでございます。 

続いて、２項保健事業費、１目保険普及費、人間ドック助成費は、被保険者の減

を勘案し、昨年度より１０名減の１８０人分を見込んで計上しております。 

１８ページ、２目保健指導事業費です。保健指導事業として、新基準を予定して

おります。委託料の説明欄に記載してございます、特定健診未受診者対策事業費は、

受診率の低い４０、５０歳代に、検診の必要性や動機づけを実現するための参加型

セミナーの実施です。特定健診継続受診対策事業は、保健予防事業から移管した事

業で、健診結果説明会時の講演会等講師派遣事業。保健指導事業は、早期介入保健

指導として、特定保健指導予備軍に対する肥満予防講座を開催する予定で、こちら

も成果保証型プランとなります。 

以降、公債費以下、歳出につきましては、主に項目設定等でございますので、説
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明は割愛させていただきます。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２１号 令和６年度開成町国民健康保険特別会計予算についての

説明を終了します。 

続いて、議案第２２号 令和６年度開成町介護保険事業特別会計予算についての

細部説明を担当課長に求めます。 

福祉介護課長。 

○福祉介護課長（奥津亮一） 

それでは、議案第２２号、令和６年度開成町介護保険事業特別会計予算の御説明

をさせていただきます。 

ファイル２１、議案第２２号 令和６年度開成町改正介護保険事業特別会計予算

こちらの２ページを御覧ください。 

第１表、歳入歳出予算、歳入でございます。１款の保険料から、９款諸収入まで、

次の３ページに移りまして、歳出でございます、１款総務費から、７款予備費まで、

合計は、歳入歳出ともに１４億８万５，０００円でございます。 

続いて５ページ、６ページの歳入歳出予算事項別明細書の総括になります。  

こちらは本年度予算額と前年度予算額の比較でございます。歳入歳出ともに、本

年度予算額は１４億８万５，０００円で、前年度と比較いたしまして、９，８９９

万１，０００円の増となってございます。 

５ページの歳入を御覧ください。 

１款の保険料につきましては、第１号被保険者である６５歳以上の人数の増を見

込んで計上しておりますが、令和６年度予算編成におきましては、前年度ほどの増

加が見込まれなかったことから、前年度よりも減額となってございます。また、３

款国庫支出金、４款支払基金交付金、５款県支出金、及び７款繰入金につきまして

は、歳出の保険給付費及び地域支援事業費などの伸びに伴いまして増加となってご

ざいます。 

６ページを御覧ください。歳出でございます。 

２款保険給付費や３款地域支援事業費につきましては、介護保険法などの関連関

係法令に基づき、実際の事業等を実施してまいります。 

２款保険給付費につきましては、認定者の増加に伴い、サービス利用者の増加を

見込んでおります。また、地域支援事業につきましては、一般介護予防事業、認知

症の総合支援などの包括的支援事業を引き続き実施してまいります。フレイル予防

につきましても、一体的保険事業と連携を図りながら事業を実施してまいります。  

７ページの歳入を御覧ください。 

１款保険料につきましては、先ほど御説明ありました６５歳以上の１号被保険者

の増加が前年度の見込めなかったことなどから、前年度よりも５２５万３，０００

円の減額を見込んでございます。また、現年度分の保険料の徴収率、割合について
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は特別徴収が９４％、普通徴収６％と見込んでございます。 

続きまして、７ページから１１ページにかけての３款国庫支出金、４款支払基金

交付金、５款県支出金、７款繰入金につきましては、歳出の保険給付費及び地域支

援事業費などの伸びに伴い増加をしてございます。 

また、８ページの３款国庫支出金、２項国庫補助金のうち、４目保険者機能強化

推進交付金、及び６目介護保険者努力支援交付金につきましては、市町村の自立支

援重度化防止や、高齢者の介護予防健康づくりの取組に対する交付金で、それぞれ

前年度と同額を見込んでございます。 

続きまして、少し飛んで１１ページの７款繰入金、２項基金繰入金、１目介護保

険財政調整基金繰入金の５，０００万円につきましては、増加した保険給付費に充

当するために取り崩すもので、前年度よりも３，２００万円の増額を見込んでござ

います。 

続きまして１３ページをお願いいたします。歳出になります。 

１３ページから１４ページにかけて、１款総務費、２項介護認定審査会費、１目

介護認定審査会費の５１０万７，０００円につきましては、足柄上地区介護認定審

査会への負担金となります。負担金については均等割と審査件数の実績割で積算を

されておりますが、令和４年度負担金をここで精算することになりまして、結果と

して昨年度より９８万２，０００円の減額となってございます。 

その下、２目認定調査費１，０１５万２，０００円につきましては、認定調査に

かかる経費になります。認定者の増加に加えて、コロナ禍における特例措置であり

ました、認定期間の合算処理、こちらが原則認められなくなることなどから、認定

調査件数の大幅な増加が見込まれ、前年度より２０３万８，０００円増を見込んで

ございます。 

１４ページの２款保険給付費につきましては、要介護者が対象となっている、１

項介護サービス等諸費につきましては、１目の在宅で受けるサービスに係る居宅介

護サービス給付費、１５ページになりますが、３目の入所施設で受けるサービスに

係る施設介護サービス費、７目の介護サービス計画作成にかかる居宅介護サービス

計画給付費、１６ページになりますが、９目の地域密着型通所介護などの地域密着

型介護サービス給付費などが、いずれも利用者の増加などから、合計で前年度より

８，６５５万円増の１２億２４１万４，０００円を見込んでございます。 

続きまして１６ページ、今度は要支援者が対象となっております、２項介護予防

サービス等諸費ございます。１目の在宅で受けるサービスに係る介護予防サービス

給付費、３目の地域密着型介護予防サービス給付費などになりますが、利用者数に

大きな変化が見られないことなどから、前年度と同額の２，７０９万３，０００円

を見込んでございます。 

続きまして１７ページ、お願いいたします。１７ページの３項高額サービス等費

につきましては、介護サービス利用者の増加に伴い、こちらの対象者も増加してい

ることから、前年度より１２０万円増の２，８６８万円を見込んでおります。 
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続きまして１８ページ、４項その他諸費につきましては審査支払手数料でござい

ます。こちら介護サービス利用者の増加に伴い、審査件数も増加していることから、

前年度より２万９，０００円増の１０２万６，０００円を見込んでございます。 

次の５項特定入所者介護サービス等費につきましては、対象者数に大きな変化が

見られないことなどから、前年度と同額の２，４００万３，０００円を見込んでご

ざいます。 

次の６項高額医療合算介護サービス等費につきましては、医療保険も含めて、対

象者数の把握が難しいことなどから前年度と同額の５２７万円とさせていただきま

した。 

続きまして１９ページをお願いいたします。 

３款地域支援事業費、１項介護予防日常生活支援総合事業費、１目介護予防生活

支援サービス事業費につきましては、要支援者及び事業対象者が利用する訪問型、

並びに通所型サービスに関するもので、利用者の増加などから、前年度より７１８

万３，０００円増の３，３９２万円を見込んでございます。 

次の２目一般介護予防事業費につきましては、これまでどおり、普及啓発や地域

の活動支援などを実施してまいります。また、一体的保険事業との連携によるフレ

イルチェックなども実施していくことから、給与費を除いた一般介護予防事業費は、

前年度より１６９万６，０００円増の３４７万１，０００円を見込んでございます。 

続きまして２０ページをお願いいたします。 

２項包括的支援任意事業費、１目地域包括支援センター運営事業費につきまして

は、６５歳以上の高齢者人口が増加する中、高齢者の健康面などをサポートする役

割を担う地域包括支援センターの運営費用といたしまして、２，５５０万２，００

０円を見込み、引き続き地域包括支援センターの機能強化に努めてまいります。  

次の２目包括的支援事業費につきましては、前年度とほぼ同額の７８２万４，０

００円を見込み、引き続き、在宅医療介護連携推進事業、生活支援体制整備事業、

認知症総合支援事業などを実施してまいります。また、認知症総合支援事業といた

しまして、認知症予防と共生への取組の１つといたしまして、新たに脳の健康教室

の実施も予定してございます。 

続きまして、２１ページ、お願いいたします。 

３目任意事業費につきましては２１２万２，０００円を見込み、引き続き、介護

給付費適正化事業や介護サービス相談員派遣事業などに取り組み、給付の適正化や

サービスの質の向上に努めてまいります。 

続きまして、２２ページの７款予備費につきましては、歳入歳出の差分を調整し

ておるものでございます。 

御説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２２号 令和６年度開成町介護保険事業特別会計予算についての

説明を終了いたします。 
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続いて、議案第２３号 令和６年度開成町給食事業特別会計予算についての細部

説明を担当課長に求めます。 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

議案第２３号 令和６年度開成町給食事業特別会計予算を説明をいたします。 

ファイルは２２、議案第２３号 令和６年度開成町給食事業会計予算をお願いい

たします。 

２ページから３ページ、第１表、歳入歳出予算を御覧ください。２ページ歳入に

つきましては、１款諸収入から３款繰越金、３ページ、歳出につきましては１款給

食事業費及び２款予備費での構成となります。歳入歳出合計ともに１億１，２０５

万８，０００円となります。 

続きまして予算の内容について御説明をいたします。７ページ、歳入事業別予算

書を御覧ください。 

歳入になります。 

１款諸収入、１校給食納付金、１目給食納付金、１節現年度分、１億１，０８６

万８，０００円は、園児・児童・生徒・教職員等から徴収する給食費で、内訳は説

明欄記載のとおりとなります。なお、令和５年度からの給食費改定によりまして、

１人当たりの月額給食費は、園児が３，５００円、児童が４，８００円、生徒が５，

３００円となります。続いて、２節滞納繰越分３万６，０００円につきましては、

給食費滞納が生じた場合の窓口設定となります。 

２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金１１５万３，０００円につ

きましては、ＷＥＢ－ＦＢに係る一般事務費、及び幼児教育保育無償化に伴い開始

されました幼稚園給食費の副食費減免、これに対する一般会計からの繰入金で、減

免の対象者は３７人を見込んでおります。なお一月の給食費３，５００円から、主

食費７００円を除きました２，８００円が減免の金額となります。 

続いて８ページをお願いいたします。歳出になります。 

１款給食事業費、１項給食材料費、１目一般管理費、１３節使用料及び賃借料１

万４，０００円は、ＷＥＢ－ＦＢサービス利用料となります。 

２目給食材料費、１０節需用費、１億１，２００万７，０００円につきましては、

園・学校給食の食材料費となります。 

続いて２款予備費３万３，０００円は歳入との差額を予備費で調整したものとな

ります。 

全体予算の前年度比較につきましては、歳入歳出ともに５８万３，０００円の減

となります。こちらは園児・児童・生徒・教職員等の人数の増減によるものでござ

います。 

説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２３号 令和６年度開成町給食事業特別会計予算についての説明
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を終了します。 

続いて、議案第２４号 令和６年度開成町後期高齢者医療事業特別会計予算につ

いての細部説明を担当課長に求めます。 

総合窓口課長。 

○総合窓口課長（土井直美） 

それでは、ファイル名２３番、令和６年度開成町後期高齢者医療事業特別会計当

初予算、議案第２４号について説明いたします。 

予算書の２ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算、歳入でございます。 

１款後期高齢者医療保険料から、５款諸収入まで、次のページに歳出、１款総務

費から４款予備費まで、歳入歳出とも合計金額３億１，８０１万５，０００円の予

算額となってございます。 

予算に関する説明書の５ページをお開きください。 

総括としまして、歳入、前年度と比較し、保険料が４，７９９万２，０００円の

増、３款繰入金、６１７万８，０００円の増。６ページ、歳出、２款後期高齢者医

療広域連合納付金が、５，４２６万９，０００円の増。全体で、５，４１６万９，

０００円の増額予算となっております。 

令和６年度予算編成に当たり、まず被保険者数や医療費の状況について説明いた

します。 

被保険者数については、令和元年度から令和４年度の平均伸び率１．０４％を勘

案し、令和６年度末、被保険者数を４年度から５年度の１２７人増の２，７６６人

と見込んでおります。医療費の状況においては、開成町の令和４年度の１人当たり

医療費実績が、県平均よりは低いですが、平成３０年度から令和４年度までの１人

当たり医療費の伸び率は、県内１位という状況です。 

このように高齢化等により、被保険者数、医療費ともに伸びている状況でござい

ます。 

それでは、後期高齢者医療事業の事業別明細書７ページをお開きください。  

歳入歳出事項別明細書、歳入、１款後期高齢者医療保険料、現年度分として、広

域連合から示された額に、特別徴収を６５％、普通徴収を３５％と見込んでいます。 

保険料率は２年置きに改定され、令和６年度は改定年度です。保険料率は、被保

険者数や１人当たり給付費などから、神奈川県広域連合で試算しており、現行より

高い税率となる予定です。 

続いて、３款繰入金、１節の保険基盤安定繰入金は、低所得者に係る保険料の減

額等を一般会計から繰り入れるもので、県４分の３、町４分の１の負担となってお

ります。 

その下、２節その他一般会計繰入金は、保険料徴収に係る事務費について、一般

会計から繰り入れるものでございます。 

９ページ、歳出でございます。 

１款総務費、一般管理費です。保険料徴収に係る事務費や、会計年度任用職員報
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酬等の事務全般に係る経費となっております。 

その下、２款後期高齢者医療広域連合納付金です。町が徴収した保険料相当額等

を神奈川県後期高齢者医療広域連合に納めるもので、５，４２６万９，０００円の

増となっております。 

１０ページ、２款償還金及び還付加算金です。昨年度と同額の５６万４，０００

円を計上しております。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２４号 令和６年度開成町後期高齢者医療事業特別会計予算につ

いての説明を終了といたします。 

続いて、議案第２５号 令和６年度開成町駅前通り線周辺地区土地区画整理事業

特別会計予算についての細部説明を担当課長に求めます。 

都市計画課長。 

○都市計画課長（柏木克紀） 

それでは、議案第２５号 令和６年度開成町駅前通り線周辺地区土地区画整理事

業特別会計予算の説明をさせていただきます。 

ファイル番号２４番、議案第２５号 令和６年度開成町駅前通り線周辺地区土地

区画整理事業特別会計予算をお開きください。 

予算書２ページを御覧ください。第１表、歳入歳出予算の歳入でございます。 

歳入は、１款使用料及び手数料から、５款町債の構成となってございます。 

次ページを御覧ください。歳出になります。 

歳出は１款総務費から５款予備費の構成となっております。歳入歳出合計ともに、

８億１，４２４万８，０００円となっております。 

６ページを御覧ください。予算に関する説明になります。 

総括といたしまして、本年度予算額と前年度予算額の比較となってございます。

歳入歳出ともに、本年度予算８億１，４２４万８，０００円で、前年度と比較をい

たしまして、１億４，８７５万６，０００円の減額となります。 

８ページを御覧ください。事項別説明書になります。 

歳入の１款使用料及び手数料、こちらは、町が購入をいたしました土地で、従前

駐車場で利用されていたため、経過措置といたしまして、駐車場としてお貸しをさ

せていただき、利用された費用を徴収しているものでございます。  

２款国庫支出金、こちらは社会資本整備総合交付金といたしまして、前年度比１，

４５０万１，０００円の減額となっております。 

３款繰入金、こちらにつきましては、一般会計からの繰入金となります。  

４款繰越金、こちら、前年度からの繰越金となります。 

５款町債、こちらは本年度で設定をさせていただいた金額となってございます。 

それでは１０ページを御覧ください。歳出です。 

２款事業費、１項土地区画整理事業費、１目土地区画整理事業費、１２節委託料
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です。こちらは、土地区画整理事業委託費といたしまして、主に実施設計変更図書

等の作成、測量調査業務委託料といたしまして、主に建物補償調査業務、町有地管

理委託料といたしまして、先に購入した土地の草刈り業務委託等を合わせまして４，

８２１万８，０００円となります。 

１６節公有財産購入費です。こちらは２億４，２７６万５，０００円です。 

２１節補償、補填及び賠償金は、家屋工作物の移転費といたしまして４億９，０

１９万円となってございます。令和６年度も、用地売却検討者や、地区外移転検討

者への対応をさせていただき、そして、仮換地素案等や区画内建物補償等を実施し

ていく予定になってございます。 

説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２５号 令和６年度開成町駅前通り線周辺地区土地区画整理事業

特別会計予算についての説明を終了といたします。 

続いて、議案第２６号 令和６年度開成町水道事業会計予算についての説明を担

当課長に求めます。 

参事兼環境上下水道課長。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

それでは、議案第２６号 令和６年度開成町水道事業会計予算について説明をい

たします。 

ファイル名２５、議案第２６号 令和６年度開成町水道事業会計予算をお開きく

ださい。 

まず最初に、業務の予定量ですけれども、（１）給水装置戸数８，５１０個。（２）

２年間総配水量１９５万２，９１０立方メートル。（３）１日平均配水量５，３５

０立方メートル。（４）主な建設改良事業費１億３，７３５万９，０００円。 

収益的収入及び支出の予定額です。まず収入、水道事業収益２億６，３７９万２，

０００円。営業収益２億４，２８１万３，０００円。営業外収益２，０９７万９，

０００円。支出水道事業費用２億６，３７９万２，０００円。営業費用２億４，２

９８万２，０００円。営業外費用１，７２８万５，０００円。予備費３５０万５，

０００円。特別損失２万円。 

資本的収入及び支出の予定額になります。 

収入、資本的収入、５，９９９万円。分担金４，９９９万円。企業債１，０００

万円。 

支出、資本的支出２億５９８万４，０００円。建設改良費１，２５０万円。増設

改良費１億２，４８５万９，０００円。企業債償還金６，５６２万５，０００円。

予備費３００万円。 

２ページをお開きください。 

企業債、起債の目的、排水施設整備事業、限度額１，０００万円。一時借入金、

一時借入金の限度額は２，０００万円と設定しております。 
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議会の議決を経なければ流用することのできない経費。次に掲げる経費について

は、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費を

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。  

職員の給与費３，６９９万円。たな卸資産の購入限度額は７２７万２，０００円

と定めるものとしております。 

それでは詳細説明をさせていただきます。 

ファイル２０ページ、令和６年度開成町水道事業会計予算明細書をお開きくださ

い。 

収益的収入及び支出収入、１款水道事業収益の主なものといたしまして、１項営

業収益、１目給水収益、１節水道使用料、水道料金収益として１期２か月分になり

ますけれども、当たり８，４００件を見込んでおります。 

その下３節、給水工事加入金。水道利用加入金として１４１件を見込んでおりま

す。 

続きましてページは２２ページになります。 

収益的収入及び支出の支出、１１款水道事業費用の主なものといたしまして、１

項営業費用、１目原水浄水配水及び給水費、こちらの９節委託料になります。こち

らは水道水の安定供給に資する費用で、主に水道施設の電気設備保安、滅菌装置保

守点検、水質検査等にかかる費用を計上しております。 

続きまして、２５ページをお開きください。 

２５ページの１６節委託料になります。こちらは主に水道事業会計の運営、メー

ター検針にかかる費用をこちらで計上しております。 

続きまして、２９ページ、資本的収入及び支出について説明します。 

まず収入、２款資本的収入の主なものといたしまして、１項分担金、２目配水管

布設分担金、１節配水管布設分担金、こちらは下水道工事に伴う支障配水管布設替

工事２件にかかる下水道事業会計からの分担金を見込んでおります。 

続きまして３０ページをお開きください。支出になります。 

１２款資本的支出の主なものといたしまして、２項の増設改良費、１目配水施設

整備工事費、こちらは３１ページになりますけれども、９節の工事請負費、こちら

で下水道工事に伴う支障配水管布設替工事（認定外道路）、下水道工事に伴う支障

配水管布設替工事の町道２３５号線及び第５水源地取水ポンプ更新工事を計画して

おります。 

ページは８ページにお戻りください。 

こちらは令和６年度開成町水道事業予定キャッシュフロー計算書となっておりま

す。 

こちらは資金の流れを表したものでございます。 

１、営業活動によるキャッシュフロー。 

（１）当年度純利益マイナス１，０１４万５，４８７円。 

（２）営業活動から得た現金預金への当年度純利益の調整。下に行きまして、小
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計１億１，４８４万３２３円。受取利息及び配当金受入額９万６，０００円。支払

利息及び企業債取扱諸費の支払額マイナス１，２４５万１，０００円。営業活動か

ら得た現金預金、純額といたしまして、１億２４８万５，３２３円。 

２の投資活動によるキャッシュフロー。ちょっと下になりまして、投資活動から

得た現金預金、純額はマイナス７，８６０万７，００３円。 

３の財務活動によるキャッシュフロー。財務活動から得た現金預金純額はマイナ

ス５，５６２万５，０００円。 

４の現金預金及び現金等価物増加額減少額マイナス３，１７４万６，６８０円。 

５の現金預金及び現金等価物期首残高は５億１，８３４万５，４８８円。 

６の現金預金及び現金等価物期首残高が、期末残高４億８，６５９万８，８０８

円となっております。 

９ページ以降は一般会計に準じました給与明細書、公営企業会計における財務諸

表注記となっておりますが、説明は割愛させていただきます。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２６号 令和６年度開成町水道事業会計予算についての説明を終

了します。 

続いて、議案第２７号 令和６年度開成町下水道事業会計予算についての細部説

明を担当課長に求めます。 

参事兼環境上下水道課長。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

それでは、議案第２７号 令和５年度開成町下水道事業会計について説明をいた

します。 

ファイル名は２６、議案第２７号 令和６年度開成町下水道事業会計予算をお開

きください。 

最初に業務の予定量です。（１）排水個数６，０６１戸。（２）年間有収水量  

２０８万４，１６０立方メートル。（３）１日平均有収水量５，７１０立方メート

ル。（４）主な建設改良事業費２億２，８８１万７，０００円。 

収益的収入及び支出の予定額になります。 

収入、下水道事業収益５億７，５５７万、営業収益２億７，８７８万４，０００

円。営業外収益２億９，６７８万６，０００円。 

支出、下水道事業費用５億７，５５７万円。営業費用５億３，６８０万１，００

０円。営業外費用３，１７６万８，０００円。特別損失１，０００円。予備費とい

たしまして７００万円。 

資本的収入及び支出の予定額になります。 

収入、資本的収入、１億９，９２５万４，０００円。負担金３０９万２，０００

円。補助金５，３００万円、出資金１，４８６万１，０００円。企業債１億２，８

３０万円。その他資本的収入１，０００円。 
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支出、資本的支出、３億９，６５５万６，０００円。建設改良費２億２，８８１

万７，０００円。企業債償還金１億６，４７３万９，０００円。予備費３００万円。 

２ページに移りまして、企業債、起債の目的、公共下水道事業限度額８，２４０

万円。流域下水道事業２，８９０万円。特別措置分１，７００万円。合計といたし

まして、１億２，８３０万円となっております。 

一時借入金、一時借入金の限度額を１億円と設定しております。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、次に掲げる経費について

は、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費を

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。  

職員の給与費３，８１１万４，０００円。 

他会計からの補助金、下水道事業運営のため、一般会計からこの会計補助を受け

る額は１億８，０１３万９，０００円とする。 

それでは詳細説明をさせていただきます。 

ファイル２０ページ、令和６年度開成町下水道事業会計予算明細書をお開きくだ

さい。 

収益的収入及び支出の収入、１款下水道事業収益の主なものといたしまして、１

項営業収益、１目下水道使用料、１節下水道使用料。こちらは下水道使用料収益と

して、１期２か月当たり、６，０６１件を見込んでおります。 

続きまして、２２ページ、支出になります。 

１１款下水道事業費用の主なものといたしまして、１項営業費用、１目管渠費、

説明欄、下水道施設の維持管理に関する経費、下水道法に規定された特定事業５か

所の水質検査、下水道管渠の管路調査マンホールポンプの保守点検等を行う。また、

道路工事に伴うマンホールの高さ調整等の工事を行うものです。 

その下、２目、流域下水道費、こちらは酒匂川流域下水道事業における維持管理

費の負担金分となっております。 

続いて２７ページ、資本的収入及び支出について説明いたします。 

まず収入、２款資本的収入の主なものといたしまして、１項負担金、１目受益者

負担金、１節受益者負担金、こちら収入の主なものといたしましては受益者負担金

と、国庫補助金、そして企業債、こういった構成で収入を見込んでおります。 

続きまして２９ページをお開きください。支出になります。 

１２款資本的支出の主なものといたしまして、１項建設改良費、１目管路建設費、

こちら管渠布設工事４件及び舗装工事をはじめ酒匂川流域下水道建設費負担金、企

業債償還金などを計上しているものでございます。 

８ページにお戻りいただきたいと思います。 

こちらは令和６年度開成町下水道事業の予定キャッシュフローを計算書でござい

ます。 

こちら資金の流れを表したものでございます。 

１、営業活動によるキャッシュフロー。 
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（１）当年度純利益２７１万２，７１０円。 

（２）営業活動から得た現金預金への当年度純利益の調整、小計といたしまして、

１億５，９４０万９，１７０円。こちらから受取利息及び配当金受入額及び支払利

息及び企業債取扱諸費の支払額を加除した結果、営業活動から得た現金預金純額は、

１億３，６０６万６，１７０円。 

２、投資活動によるキャッシュフロー。 

投資活動から得た現金預金純額は、マイナスの１億４，３７９万３，４５５円。 

３、財務活動によるキャッシュフロー。 

財務活動から得た現金預金純額はマイナスの３，６４３万９，０００円。 

４の現金預金及び現金等価物増加額減少額マイナスの４，４１６万６，２８５円。 

５の現金預金及び現金等価物期首残高１億５，８１０万２，６２５円。 

６の現金預金及び現金等価物期末弾残高１億１，３９３万６，３４０円 

９ページ以降は一般会計に準じた給与明細書、公営企業会計による財務諸表、注

記となっておりますが、説明は割愛させていただきます。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○副議長（前田せつよ） 

以上で、議案第２７号 令和６年度開成町下水道事業会計予算についての説明を

終了します。 

以上で本日の日程は終了しました。 

お疲れさまでした。 

これにて散会といたします。 

午前１１時２０分 散会 

 

 

 

 


